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巻
頭
言  

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う 

 
 

会
長 

菅
井 

茂 

 

昨
年
10
月

12
日
（
土
）

台
風
19
号
に

よ
っ
て
阿
武

隈
川
や
吉
田

川
等
が
決
壊
氾
濫
し
、
県
内
で
は

丸
森
町
と
大
郷
町
等
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
更
に
25

日(

金)

に
は
低
気
圧
に
よ
る
大
雨

で
被
害
は
一
層
広
が
り
ま
し
た
。

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
被
災
地
の

皆
様
に
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
被
災
さ
れ
た

方
々
の
一
日
も
早
い
復
興
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
は
「
総
会
」
の
年

で
、
８
月
10
日
（
土
）
に
パ
レ
ス

へ
い
あ
ん
で
、
70
有
余
名
の
同
窓

生
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
盛
大
に

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
東
日
本
大
震
災
を
機
に
被
災

地
で
「
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
」

を
80
回
も
開
き
被
災
者
に
元
気
を

届
け
て
い
る
「
ガ
ッ
ツ
お
じ
さ
ん
」

こ
と
嵯
峨
完
さ
ん
が
東
京
か
ら
駆

け
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。
八
軒
中

同
窓
生
に
彼
の
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
人
物
が
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思

い
ま
す
。 

 

な
お
、
総
会
で
は
私
が
も
う
一

期
会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
私
は
平
成
20
年
か
ら
10

年
間
以
上
務
め
ま
し
た
の
で
、
次

回
は
是
非
若
い
方
に
バ
ト
ン
を
お

渡
し
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
会
員
の
皆
様
自
薦
他

薦
ど
ち
ら
で
も
よ
ろ
し
い
で
す
か

ら
、
相
応
し
い
人
物
を
ご
推
薦
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
今
回
の
総
会
に
ご
欠
席

さ
れ
ま
し
た
参
与
の
石
田
浩
一
校

長
先
生
は
８
月
末
日
付
で
仙
台
市

教
育
委
員
会
に
戻
ら
れ
、
新
し
く

八
巻
竜
一
先
生
を
お
迎
え
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
石
田
先
生
は
11
月

20
日
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し

た
。
八
軒
中
学
校
に
と
っ
て
大
き

な
悲
し
い
出
来
事
で
し
た
。
石
田

先
生
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
今
年
の
正
月
も
、

同
窓
生
の
村
山
謙
太
君
が
「
全
日

本
実
業
団
対
抗
駅
伝
」
で
区
間

ト
ッ
プ
の
走
り
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
彼
の
頑
張
っ
て
い
る
姿
を

見
る
と
我
々
も
力
を
も
ら
え
る
気

が
し
ま
す
。 

今
年
は
「
庚
子
（
か
の
え
ね
）
」

年
で
す
。「
庚
」
は
「
改
ま
る
」
の

意
で
あ
り
、
「
子
」
は
「
増
え
る
」

と
と
ら
え
る
の
だ
そ
う
で
す
。
そ

う
考
え
る
と
「
改
ま
る
こ
と
が
増

え
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
60
年

前
の
１
９
６
０
年
に
は
「
新
日
米

安
全
保
障
条
約
」
が
調
印
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
「
安
保
闘
争
」
が

起
こ
り
、
昨
年
の
香
港
で
繰
り
広

げ
ら
れ
た
「
デ
モ
」
と
同
じ
様
な

こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
現
在
の
安
倍
首
相
の
お
じ
い

さ
ん
の
「
岸
信
介
首
相
」
か
ら
「
池

田
隼
人
首
相
」
に
代
わ
り
「
所
得

倍
増
計
画
」
が
打
ち
出
さ
れ
、
高

度
経
済
成
長
時
代
が
始
ま
り
ま
し

た
。 ま

た
、
こ
の
年
ア
フ
リ
カ
に
17

の
独
立
国
が
生
ま
れ
た
の
で
、「
ア

フ
リ
カ
の
年
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た

し
、
国
連
総
会
で
も
植
民
地
解
放

宣
言
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
更
に

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
キ
ン
グ

牧
師
ら
が
南
北
戦
争
後
も
続
い
て

い
た
黒
人
差
別
を
な
く
す
公
民
権

運
動
の
さ
な
か
、
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・

ケ
ネ
デ
ィ
が
大
統
領
に
当
選
し
、

人
種
差
別
撤
廃
に
つ
な
が
る
動
き

が
始
ま
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

今
年
は
「
変
化
が
生
ま
れ
、
新
し

い
様
相
が
出
て
く
る
兆
し
が
見
え

る
」
と
思
わ
れ
ま
す
。
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
試
み
る
の
に

適
し
た
年
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

同
窓
生
の
皆
さ
ん
大
い
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
今
年

は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
す
。
選
手
だ

け
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
で
は
な

く
、
我
々
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

し
ょ
う
。
こ
の
期
間
世
界
中
か
ら

一
千
万
人
も
の
人
が
日
本
に
来
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
国
際
色
豊
か
な
年
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
機
会
を
生

か
し
世
界
の
人
々
と
積
極
的
に
交

流
し
ま
し
ょ
う
。 

八軒つうしん 
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大日琳太郎さんの朗読劇 校歌斉唱！ 

 

平
成
30
年
度
同
窓
会
入
会
式  

平
成
31
年
３
月
７
日
、
八
軒
中
体

育
館
に
お
い
て
平
成
30
年
度
（
第
72

回
）
仙
台
市
立
八
軒
中
学
校
同
窓
会

入
会
式
が
行
わ
れ
、
男
子
68
名
、
女

子
66
名
の
計
１
３
４
名
を
新
た
に
同

窓
会
に
迎
え
ま
し
た
。 

当
日
は
、
第
27
回
生
で
フ
リ
ー
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
小
梁
川
（
こ
や
な
が

わ
）
道
子
さ
ん
が
、
現
在
の
自
分
の

職
業
に
繋
が
る
出
来
事
が
八
軒
中
時

代
に
あ
っ
た
こ
と
を
若
い
世
代
に
語

り
か
け
ま
し
た
。 

 

令
和
元
年
度
総
会  

令
和
元
年
年
８
月
10
日
、
ホ
テ
ル

レ
オ
パ
レ
ス
仙
台
に
お
い
て
、
令
和

元
年
度
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
を
含
め
て
77
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。 

平
成
30
年
度
の
事
業
・
活
動
報
告
、

会
計
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
の

後
、
向
う
２
年
間
の
活
動
計
画
案
、

会
計
予
算
案
の
提
案
が
あ
り
、
い
ず

れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
併
せ
て
事
務
局
員
に
つ
い
て
も

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
執
行
部

の
体
制
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

参 

与 

八
巻 

竜
一
（
八
軒
中
学
校
校
長
） 

相
談
役 

 

高
橋 

 

誠 

（
第
３
代
同
窓
会
長
・
第
４
回
生
） 

会 

長 

 

菅
井 

 

茂
（
第
13
回
生
） 

副
会
長 

 

佐
藤 

徳
子
（
第
13
回
生
） 

 

飯
沼 

恒
一
（
第
15
回
生
） 

監 

事 

 
今
野 

喜
郎
（
第
19
回
生
） 

 
福
島 

一
恵
（
第
29
回
生
） 

事
務
局
長 

 

安
達 
和
則
（
第
17
回
生
） 

庶
務
担
当
次
長 

 

直
野 

ま
り
（
第
18
回
生
） 

庶
務
副
担
当 

 

猪
又 

隆
広
（
第
52
回
生
） 

企
画
担
当
次
長 

今
野 

廣
一
（
第
18
回
生
） 

企
画
副
担
当 

佐
藤 

典
郁
（
第
42
回
生
） 

広
報
担
当
次
長 

 

永
田 

淳
子
（
第
27
回
生
） 

広
報
副
担
当 

 

高
橋 

麻
詞
乃
（
第
36
回
生
） 

会
計
担
当
次
長 

 

遠
藤 

恭
郎
（
第
26
回
生
）
事
務

局
担
当 

 

武
田 

研
一
（
八
軒
中
教
諭
） 

 

齋
藤 

 

光
（
八
軒
中
教
諭
） 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
俳
優

の
大
日
（
だ
い
に
ち
）
琳
太
郎
さ
ん

（
第
28
回
生
）
が
若
生
智
彦
さ
ん
の

ギ
タ
ー
の
調

べ
に
載
せ
て

朗
読
劇
を
披

露
し
、
参
加

者
は
そ
の
語

り
に
聞
き
入

り
ま
し
た
。 

懇
親
会
は
、

旧
制
第
８
回

生
で
あ
る
佐

藤
い
わ
子
さ

ん
の
乾
杯
の

音
頭
で
始
ま

り
、
被
災
地

で
マ
グ
ロ
解

体
シ
ョ
ー
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
続
け
て

き
た
「
た
い
こ
茶
屋
」
の
大
将
・
嵯

峨
完
さ
ん
の
紹
介
や
そ
の
友
人
の
落

語
家
・
柳
家
小
き
ん
さ
ん
の
小
噺
も

飛
び
出
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
最
後
は
マ
リ
ン
バ
奏
者
の
鶴

岡
た
み
子
さ
ん
（
第
12
回
生
）
の
指

揮
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
お
開
き
と
な

り
ま
し
た
。 

 

 

同
期
が
集
え
ば
（
１
）  

 

第
11
回
生(

昭
和
33
年
卒) 

「
同
期
会
を
振
り
返
っ
て
」 

平
成
９
年
八
軒
中
新
制
50
周
年
記

念
式
典
で
卒
業
以
来
40
年
振
り
の
再

会
を
き
っ
か
け
に
同
年
11
月
８
日
に

第
１
回
の
同
期
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
の
私
達
の
年
齢
は
55
歳

で
ま
だ
現
役
で
、
写
真
を
見
る
と
若

か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
参
加
者
は

先
生
２
名
を
含
め
て
66
名
で
し
た
。 

２
回
目
の
還
暦
の
会
は
先
生
２
名

を
含
め
て
70
名
の
参
加
。
３
回
目
は

74
名
。
４
回
目
の
参
加
は
75
名
。 

震
災
の
年
の
平
成
23
年
の
５
回
目

は
66
名
と
減
少
し
始
め
ま
し
た
。
６

回
目
も
66
名
。
７
回
目
は
49
名
と
な

り
ま
し
た
。 

令
和
元
年
10
月
７
日
、
松
島
・
ホ

テ
ル
壮
観
で
の
第
８
回
は
49
名
の
申

込
み
が
あ
っ
た
も
の
の
、
本
人
の
体 
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17 回目の東京同期会 木曽路銀座 5丁目店にて 

調
不
良
、
近
親
者
の
病
状
６
名
も
欠

席
と
な
り
、
参
加
者
は
43
名
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
医
者
を
目
指
し
て

岩
手
よ
り
単
身
八
軒
中
に
入
学
し
、

今
も
岩
手
で
現
役
の
医
者
を
続
け
て

い
る
人
が
卒
業
以
来
52
年
振
り
に
初

参
加
し
た
り
し
て
、
喜
寿
を
祝
う
会

は
、
ウ
ク
レ
レ
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演

奏
に
合
わ
せ
て
懐
か
し
い
曲
を
合
唱

す
る
等
参
加
者
全
員
で
宴
会
は
盛
り

上
り
大
成
功
で
し
た
。
二
次
会
は
こ

れ
以
上
の
盛
り
上
り
で
、
所
定
の
時

間
を
二
度
も
延
長
し
、
な
か
な
か
お

開
き
に
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
位
の
大
盛
会
で
し
た
。 

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、

案
内
状
の
葉
書
の
返
信
欄

で
、「
現
在
の
体
調
と
そ
の

他
意
見
要
望
」
に
記
入
さ

れ
て
い
た
の
は
、
会
員
自

身
、
そ
し
て
家
族
の
健
康

に
不
安
を
抱
え
て
い
る
方

が
多
く
、
又
返
信
な
し
が

会
員
の
三
分
の
一
、
そ
し

て
参
加
者
の
減
少
、
更
に

世
話
す
る
幹
事
の
不
足
等

の
理
由
で
今
回
を
も
っ
て

解
散
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

 

翌
日
は
恒
例
の
は
ち
の

き
会
の
も
う
一
泊
の
会
で

男
女
合
せ
て
16
名
は
石
巻

の
追
分
温
泉
で
ゆ
っ
た
り

と
温
泉
に
浸
か
り
、
翌
日

大
川
小
学
校
、
観
光
情
報

館
震
災
資
料
館
を
見
学
し

た
後
、
又
の
再
会
を
契
り
散
会

致
し
ま
し
た
。 

同
期
会
で
あ
ん
な
に
元
気
で
、

「
こ
の
次
は
忘
年
会
で
会
お
う

な
」
と
言
っ
て
い
た
渡
部
君
が

11
月
20
日
に
逝
去
と
の
報
が

入
り
、
彼
を
偲
ん
で
12
月
16
日

忘
年
会
を
開
き
、
16
名
の
参
加

者
が
思
い
出
話
を
語
り
合
い
ま

し
た
。
人
の
命
は
判
ら
な
い
も

の
、
今
を
、
今
日
の
日
を
大
事

に
と
の
感
で
今
年
の
行
事
を
終

え
ま
し
た
。 （

齋
藤 

紀
江
子
） 

 

第
13
回
生(

昭
和
35
年
卒) 

 

令
和
元
年
９
月
24
日
東
京
同
期
会

を
木
曽
路
銀
座
５
丁
目
店
で
11
名
の

参
加
者
で
開
催
し
ま
し
た
。
本
年
後

期
高
齢
者
の
仲
間
入
り
で
、
昭
和

6
0

年
よ
り
数
え
て
17
回
に
な
り
、
今
回

で
最
後
の
会
に
す
る
と
の
挨
拶
状
が

来
た
為
、
是
が
非
で
も
出
席
す
べ
き

と
思
い
２
年
半
振
り
参
加
し
ま
し
た
。 

３
名
の
物
故
者
の
報
告
か
ら
始
ま
り
、

各
自
の
近
況
報
告
で
は
、
台
風
15
号

の
被
害
や
病
気
、
体
調
等
の
話
で
盛

り
上
が
り
、
あ
っ
と
い
う
間
の
２
時

間
で
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。
最
後
に
榊
原
幹
事
よ
り
、
仙
台

の
四
葉
会
も
２
年
後
喜
寿
の
時
開
催

さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
も
う

一
回
、
元
気
で
居
れ
ば
開
催
し
た
い

と
報
告
が
あ
り
、
了
承
さ
れ
、
散
会

し
ま
し
た
。 

二
次
会
の
カ
ラ
オ
ケ
で
は
始
め
に

八
軒
中
の
『
明
日
と
い
う
日
が
』
を

全
員
で
歌
い
、
各
自
の
歌
唱
能
力
を

フ
ル
に
発
揮
し
て
大
い
に
盛
り
上
が

り
お
開
き
と
し
ま
し
た
。 

（
原
谷 

收
） 

 

初参加あり、ウクレレ、ハーモニカあり、宴会も二次会も盛り上がりました 
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平成元年度八軒中同窓会総会に集った 15回生 

 たいこ茶屋（嵯峨完さんのお店）名物

「鮪解体ショー」（たいこ茶屋ホーム

ページより） 

 

 

同
期
が
集
え
ば
（
２
）  

 
第
15
回
生
（
昭
和
37
年
卒
） 

感
謝 

第
15
回
生
友
人
達
へ 

３
年
前
に
古
希
を
迎
え
た
私
達
第

15
回
生
で
す
が
、
多
く
の
友
人
達
の

ご
協
力
の
お
か
げ
で
現
在
も
折
々
楽

し
く
同
期
会
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
か
ら
15
年
程
も
前
に
な
る
で
し
ょ

う
か
、
大
羽
（
旧
姓
・
太
田
）
さ
ん
、

富
沢
（
旧
姓
・
丹
野
）
さ
ん
、
丹
野

（
旧
姓
・
武
井
）
さ
ん
、
三
島
（
旧

姓
・
坂
井
）
さ
ん
、
村
井
君
、
豆
田

君
、
新
井
君
、
そ
し
て
２
０
１
５
年
11

月
21
日
に
ご
病
気
の
た
め
逝
去
さ
れ

た
生
徒
会
会
長
木
幡
君
達
の
ご
尽
力

で
、
私
達
第
15
回
生
の
再
会
と
同
期

会
活
動
は
始
ま
り
ま
し
た
。 

そ
の
活
動
は
こ
こ
２
年
程
前
か
ら

小
学
校
時
代
の
同
期
生
に
も
広
が
り
、

南
材
小
学
校
・
若
林
小
学
校
合
同
同

期
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
合
同
で

開
催
す
る
理
由
は
、
私
達
が
小
学
２

年
生
の
１
９
５
４
年
に
若
林
小
学
校

が
南
材
木
町
小
学
校
か
ら
分
離
開
校

し
て
お
り
、
１
９
５
３
年
に
全
員
同

じ
南
材
小
学
校
に
入
学
し
た
か
ら
で

す
。
そ
の
ご
縁
で
、
小
学
校
同
期
会

に
は
お
世
話
に
な
っ
た
小
山
進
先
生

と
曽
我
道
雄
先
生
に
も
お
出
で
い
た

だ
き
、
昔
の
思
い
出
話
な
ど
を
楽
し

く
伺
っ
て
お
り
ま
す
。 

最
近
は
小
学
校
同
期
会
と
中
学
校

同
期
会
を
隔
年
ご
と
に
開
催
す
る
の

が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
そ
の
方
向
で
ま
と
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
折
々
有

志
で
ミ
ニ
同
期
会
を
開
い
て
、
同
じ

趣
味
を
持
っ
た
友
人
達
と
カ
ラ
オ
ケ
、

踊
り
、
楽
器
演
奏
な
ど
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。 

晩
年
に
八
軒
中
学
校
時
代
の
友
人

達
と
こ
の
よ
う
に
楽
し
く
過
ご
す
機

会
を
持
て
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
同
窓
会
総

会
や
同
期
会
開
催
の
ご
案
内
の
折
に

は
是
非
と
も
積
極
的
に
ご
参
加
下
さ

い
。
最
後
に
い
つ
も
同
期
生
の
親
睦

の
場
を
喜
ん
で
ご
提
供
下
さ
る
舟
田

君
と
和
賀
さ
ん
に
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

（
飯
沼 

恒
一
） 

 

第
17
回
生
（
昭
和
39
年
卒
） 

 
 

「
被
災
地
支
援 

マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
」 

80
回
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー 

に
参
加
し
て 

 

同
期
生
の
嵯
峨
完
さ
ん
が
２
０
１

１
年
４
月
か
ら
始
め
た
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
を
支
援
す
る
マ
グ
ロ
解

体
シ
ョ
ー
が
、
昨
年
で
80
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
を
機
会
に

彼
の
半
生
を
綴
っ
た
自
叙
伝
「
奇
跡

の
居
酒
屋
た
い
こ
茶
屋
」
が
出
版
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
自

叙
伝
の
出
版
記
念
と

マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー

の
80

回
記
念
を
祝

し
て
、
発
起
人
ら
が

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。 

 

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

は
、
令
和
元
年
11
月
15
日
メ
ル
パ
ル

ク
仙
台
を
会
場
に
し
て
行
わ
れ
、
関

係
各
位
か
ら
嵯
峨
氏
の
今
ま
で
の
業

績
が
讃
え
ら
れ
、
激
励
と
と
も
に
祝

意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
司

会
は
落
語
家
柳
家
小
き
ん
師
匠
だ
っ

た
の
で
、
粋
な
語
り
口
と
笑
い
で
包

ま
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
マ
グ
ロ
解

体
シ
ョ
ー
も
あ
り
、
美
味
し
い
刺
身

が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。
後
半
は
、
宮

本
悦
郎
歌
謡
シ
ョ
ー
で
盛
り
上
が
り
、

「
長
崎
は
今
日
も
雨
だ
っ
た
」
に
皆

聞
き
ほ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
17
回

生
も
十
数
人
が
参
加
し
て
、
受
付
を

手
伝
う
な
ど
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
次

第
で
す
。 

わ
が
「
四
ツ
葉
三
九
会
」
は
、
昨

年
の
総
会
に
お
い
て
執
行
部
は
解
散

し
て
お
り
、
今
後
は
「
有
志
の
会
」

が
参
加
者
を
募
っ
て
、
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
い
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
生

意
気
盛
り
の
中
学
時

代
を
、
同
級
生
同
士
で

懐
か
し
む
時
間
が
ま

た
や
っ
て
く
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。 

（
安
達 

和
則
） 
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第
18
回
生
（
昭
和
40
年
卒
） 

◎
南
材
・
八
軒
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

４
月
４
日 

第
35
回 

 

グ
レ
ー
ス
リ
ッ
ジ
カ
ン
ト
リ
ー 

ク
ラ
ブ 

10
名
参
加 

７
月
１
日 
第
36
回 

 

仙
台
ク
ラ
シ
ッ
ク
ゴ
ル
フ 

倶
楽
部 

10
名
参
加 

10
月
28
日 

第
37
回 

 

仙
台
ク
ラ
シ
ッ
ク
ゴ
ル
フ 

倶
楽
部 

９
名
参
加 

◎
南
材
・
八
軒
納
涼
会 

７
月
26
日 

 

伊
達
の
牛
タ
ン 

23
名
参
加 

◎
南
材
・
八
軒
忘
年
会 

12
月
６
日 

伊
達
の
牛
タ
ン 

20
名
参
加 

※
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、
納
涼
会
、
忘
年

会
に
参
加
希
望
の
方
は
、
直
野(

な
お

の)

（
０
９
０
―
９
３
８
６
―
１
７
４

６
）
に
ご
連
絡
を
。
（
直
野 

ま
り
） 

 

第
７
回
八
軒
中
学
校
18
回
生 

同
期
会
開
催
の
ご
案
内 

日
時 

令
和
２
年
10
月
15
日
（
木
） 

午
後
４
時
〜
６
時 

会
場 

仙
台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス 

会
費 

６
千
円 

拝
啓 

時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
八
軒
中
学
校
18
回
生
第
７

回
同
期
会
を
右
記
の
通
り
開
催
い
た

し
ま
す
。 

今
後
の
同
期
会
開
催
に
つ
い
て
は

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
、
要
望
等
が
あ

ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
が
、
各
ク
ラ
ス

幹
事
に
よ
る
同
期
会
が
今
回
を
持
っ

て
一
巡
し
ま
す
の
で
、
学
年
全
体
の

同
期
会
は
一
旦
終
了
し
ま
す
。
（
令

和
元
年
４
月
15
日
付
け
の
各
ク
ラ
ス

幹
事
に
宛
て
た
同
意
書
に
よ
り
周
知
、

全
ク
ラ
ス
幹
事
了
承
済
）
今
後
、
有

志
等
に
よ
る
開
催
に
あ
た
っ
て
は
事

務
局
（
名
簿
管
理
等
）
に
３
年
４
組

の
今
野
廣
一
さ
ん
に
就
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
ご
相
談
の
上
開
催

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
詳
細
は
同
期
会
当
日
に
説

明
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
が
、
参

考
ま
で
に
開
催
の
連
絡
方
法
と
し
て

は
、
皆
さ
ん
が
ご
承
知
の
通
り
近
年

行
わ
れ
て
い
る
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
の
周
知
方
法
が
近
年
行
わ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
ご
一
考
く

だ
さ
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

敬
具 

３
年
10
組 

栗
原 

益
男 

第
36
回
生(

昭
和
58
年
卒) 

 

１
９
８
２
年
度
卒
の
同
期
会
を
11

月
23
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
男
厄
年

と
な
る
11
年
前
の
第
１
回
開
催
か
ら

四
度
目
と
な
り
、
遠
方
か
ら
の
参
加

も
含
め
29
人
の
同
期
生
が
集
い
ま
し

た
。
実
行
委
員
会
を
３
回
行
い
「
印

象
に
残
る
企
画
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

意
見
交
換
。
中
学
時
代
に
流
行
っ
た

シ
ャ
ネ
ル
ズ
の
物
ま
ね
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
よ
う
と
話
が
ま
と
ま
り
、
衣
装

の
手
配

や
黒
の

ド
ー
ラ

ン
を
買

い
込
ん

で
、
選

抜
さ
れ
た
４
人
は
夜
な
夜
な
時
間
を

合
わ
せ
て
近
所
の
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク

ス
で
振
り
付
け
の
練
習
に
励
み
ま
し

た
。
シ
ャ
ネ
ル
ズ
へ
の
変
装
は
、
「
黒

人
を
侮
辱
す
る
行
為
」
な
ど
と
世
間

で
非
難
を
浴
び
て
い
ま
す
が
、
私
た

ち
の
世
代
で
は
〝
懐
か
し
の
ス

タ
ー
〟
当
時
を
思
い
出
し
て
笑
い
と

感
動
を
与
え
ら
れ
る
は
ず
…
と
頑
張

り
ま
し
た
。 

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
仙
台
駅

北
を
会
場
に
、
遊
佐
健
児
さ
ん
と
長

田
礼
江
さ
ん
の
司
会
で
次
第
が
進
み

ま
し
た
。
実
行
委
員
を
代
表
し
て
菊

地
美
和
さ
ん
が
開
会
挨
拶
。
そ
の
後
、

全
員
が
近
況
を
伝
え
る
ス
ピ
ー
チ
を

行
い
、
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。
余
興

で
は
シ
ャ
ネ
ル
ズ
チ
ー
ム
（
鈴
木
博

さ
ん
、
早
坂
隆
志
さ
ん
、
森
秀
之
さ

ん
、
筆
者
の
４
人
）
が
ア
ン
コ
ー
ル

を
含
め
て
３
曲
を
披
露
。
飛
び
入
り

で
体
操
部
だ
っ
た
熊
谷
和
也
さ
ん
が

「
八
軒
中
」
と
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
体

操
着
を
着
用
し
て
床
体
操
を
披
露
し
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

ま
だ
ま
だ
元
気
の
よ
い
52
歳
。

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
八
軒
ら
し

い
同
期
会
と
な
り
ま
し
た
。 

（
小
関 

勝
也
） 

余興に大盛り上がり！ 
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ご
あ
い
さ
つ  

 
 

特
別
な
三
年
間 

仙
台
市
立
八
軒
中
学
校 

校
長 

八
巻 

竜
一 

 

令
和
元
年

８
月
に
着
任

し
て
か
ら
、

早
い
も
の
で

半
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
生
徒
の
人
懐
っ
こ
さ
と
、

明
る
さ
、
保
護
者
・
地
域
の
皆
様
の

学
校
へ
の
温
か
い
眼
差
し
・
・
・
。

そ
れ
に
加
え
、
教
職
員
が
日
々
一
生

懸
命
教
育
活
動
に
当
た
る
姿
は
、
私

に
勇
気
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。 

 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

今
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
40
年
前
。

私
は
○
○
中
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
、
最
後
の

中
総
体
で
県
大
会
出
場
を
か
け
、
八

軒
中
学
校
と
対
戦
し
ま
し
た
。
私
た

ち
の
チ
ー
ム
は
第
３
シ
ー
ド
と
し
て

大
会
に
参
加
し
て
い
た
の
で
、
順
当

に
勝
ち
進
め
ば
県
大
会
出
場
は
確
実

と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
し
っ
か
り
対
策
を
練
っ
て

き
た
八
軒
中
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ
ま

し
た
。
残
り
７
秒
で
１
点
の
ビ
ハ
イ

ン
ド
。
最
後
の
シ
ュ
ー
ト
を
私
が
外

し
、
結
局
１
点
差
で
県
大
会
出
場
を

逃
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
試
合
終
了

後
、
責
任
を
感
じ
コ
ー
ト
に
う
ず
く

ま
っ
て
泣
い
て
い
た
私
は
、
チ
ー
ム

メ
イ
ト
に
抱
え
ら
れ
な
が
ら
退
場
し

ま
し
た
。 

当
時
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
は
年
一

回
集
ま
っ
て
お
り
、
未
だ
に
当
時
の

部
活
動
を
振
り
返
り
、
涙
を
流
し
な

が
ら
語
り
合
う
こ
と
も
。
昨
年
末
集

ま
っ
た
と
き
に
は
「
お
前
が
八
軒
中

の
校
長
先
先
生
か
。
不
思
議
な
縁
だ

よ
な
あ
。
」
と
皆
が
口
を
そ
ろ
え
て
言

い
ま
し
た
。 

中
学
時
代
は
、
部
活
動
も
先
生
方

も
と
て
も
厳
し
く
毎
日
学
校
に
行
く

の
が
苦
痛
で
し
た
。
高
校
時
代
は
、

そ
の
よ
う
な
重
圧
か
ら
も
解
放
さ
れ
、

楽
し
い
三
年
簡
を
過
ご
し
ま
し
た
。

大
人
に
な
り
、
学
生
時
代
を
思
い 

出
す
と
き
、
楽
し
か
っ
た
は
ず
の 

高
校
三
年
間
の
こ
と
で
は
な
く
、 

 
 
  
  
  
 
  

中
学
校
三
年
間
の
こ
と
ば
か
り
が 

思
い
出
さ
れ
る
の
が
不
思
議
で
す
。 

高
校
は
、
成
績
や
将
来
の
進
路
、
部

活
動
等
、
似
た
よ
う
な
能
力
や
思
い

を
も
っ
た
生
徒
が
集
ま
る
こ
と
が
多

い
も
の
で
す
が
、
中
学
校
は
そ
の
学

区
に
住
ん
で
い
る
様
々
な
子
ど
も
た

ち
が
集
ま
る
場
所
で
す
。
能
力
や
思

考
、
家
庭
環
境
が
違
う
の
に
、
同
じ

時
間
を
過
ご
す
こ
と
で
絆
が
ぐ
っ
と

深
ま
る
場
所
。
そ
れ
が
中
学
校
な
の

で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
在
学
当

時
は
仲
間
と
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
悩
ん

だ
り
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
卒
業

後
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い

ま
す
。 

自
分
の
生
徒
た
ち
に
は
よ
く
「
中

学
校
時
代
の
友
達
は
特
別
な
存
在

だ
。
」
と
い
う
話
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

ま
さ
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

八
軒
中
学
校
の
同
窓
会
が
、
毎
年
こ

の
「
八
軒
つ
う
し
ん
」
を
発
行
し
、

同
窓
会
総
会
も
盛
大
に
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
敬
意
を
払
う
と
と
も
に
、

卒
業
生
が
こ
の
伝
統
あ
る
す
ば
ら
し

い
八
軒
中
同
窓
会
の
仲
間
に
入
れ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

  

  
 

校
舎
改
築
で
新
時
代
へ 

仙
台
市
立
八
軒
中
学
校 

教
頭 

飯
淵 

 

優 

八
軒
中
学

校
同
窓
会
の

会
員
の
皆
さ

ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
本

校
の
教
育
活
動
に
多
大
な
る
御
理
解

と
御
支
援
を
賜
り
ま
し
て
、
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
支

え
が
あ
り
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
思
い

が
あ
り
、
八
軒
中
の
子
供
た
ち
は
生

き
生
き
と
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。 さ

て
、
私
自
身
は
中
学
校
も
高
校

も
一
桁
代
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
先
輩
」
と
い

っ
た
方
々
が
多
く
は
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
中
学
当
時
の
住
む
地
域
を
離
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
同

窓
生
と
会
う
と
い
う
こ
と
も
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
何
か
の 
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男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

折
に
自
分
と
同
じ
中
学
だ
、
高
校
だ

と
い
う
人
と
会
う
と
、
な
ぜ
か
妙
に

わ
く
わ
く
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

当
時
の
学
校
の
こ
と
、
部
活
の
こ
と
、

先
生
の
こ
と
、
い
た
ず
ら
を
し
た
こ

な
ど
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
話
し
た
く

な
り
ま
す
。
大
好
き
な
酒
を
酌
み
交

わ
し
な
が
ら
と
な
れ
ば
、
最
高
に
幸

せ
な
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

八
軒
中
学
校
に
４
月
に
赴
任
し
、

多
く
の
保
護
者
の
方
々
、
地
域
の

方
々
と
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
八
軒
中
同
窓
生
が
本
当
に

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。
縦
と
横
の
つ
な
が
り
を
、

そ
し
て
八
軒
中
学
校
を
本
当
に
大
切

に
し
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ま
を
う
ら
や

ま
し
い
な
と
思
い
ま
す
。
地
元
を
大

切
に
し

て
い
ら

っ
し
ゃ

る
皆
さ

ん
に
敬

意
の
念

を
感
じ

ま
す
。 

そ
ん

な
八
軒

中
学
校
で
す
が
、
ご
承
知
の
と
お
り

令
和
元
年
９
月
か
ら
校
舎
の
大
規
模

改
修
工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
記

録
を
見
る
と
、
現
在
の
校
舎
は
昭
和

50
年
に
完
成
（
第
１
期
）
し
て
お
り
、

そ
こ
か
ら
44
年
が
経
ち
ま
す
。
今
回

の
工
事
で
は
、
校
舎
外
壁
の
塗
り
替

え
、
教
室
や
廊
下
の
床
の
張
り
替
え
、

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
天
井
内
ダ
ク
ト

の
撤
去
（
天
井
高
が
約
20
セ
ン
チ
ほ

ど
上
が
り
ま
す
）
、
ト
イ
レ
の
様
式
化
、

そ
し
て
待
ち
に
待
っ
た
エ
ア
コ
ン
の

設
置
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
昨
年
12

月
に
第
一
期
の
工
事
が
完
了
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
と
は
見
違
え
る
ほ

ど
の
明
る
い
校
舎
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
12
月
ま
で
の
工
期
で
あ
り
、

完
成
は
ま
だ
先
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

是
非
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
は
工
事

中
で
も
、
完
成
後
で
も
い
つ
で
も
結

構
で
す
の
で
、
思
い
出
の
た
く
さ
ん

詰
ま
っ
た
校
舎
を
見
に
来
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
そ
し
て
当
時

の
思
い
出
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け

る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。 

平
成
か
ら
令
和
へ
時
代
が
変
わ
り
、

八
軒
中
学
校
も
校
舎
改
修
と
と
も
に

新
時
代
に
入
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
同

窓
生
の
皆
さ
ま
が
大
切
に
し
て
こ
ら

れ
た
八
軒
中
学
校
に
現
在
身
を
置
く

立
場
と
し
て
、
皆
さ
ま
の
思
い
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
そ
し
て
今
の
子
供

た
ち
が
未
来
へ
向
け
て
し
っ
か
り
頑

張
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
私
自
身
も

精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 
 

在
校
生
の
活
躍
ぶ
り
（
１
） 

 

【
運
動
部
】 

第
68
回
仙
台
市 

中
学
校
総
合
体
育
大
会 

①
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

男
子 団

体 

 
 

１
位 

個
人 

 

２
位 

 

５
位 

女
子 団

体 

 

３
位 

個
人 

 

３
位 

②
剣
道 

男
子 
団
体 

１
位 

個
人
２
位
、
３
位 

③
陸
上 

男
子 

共
通
砲
丸
投
げ 

３
位 

 
 

 

共
通
二
百
Ｍ 

 

８
位 

 
 

 

共
通
四
百
Ｍ 

 

８
位 

 
 

 

１
年
千
五
百
Ｍ 

７
位 

④
卓
球 

女
子 

団
体 

２
位 

 

第
68
回
宮
城
県 

中
学
校
総
合
体
育
大
会 

①
剣
道 

男
子 

団
体 

３
位 

 
 

 

個
人 

５
位 

②
陸
上 

男
子 

共
通
砲
丸
投
げ 

４
位 

 

【
文
化
部
】 

①
吹
奏
楽 

・
第
34
回
宮
城
県
管
打
楽
器 

 

ソ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト 

 
 

 

銅
賞 

・
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル 

第
62
回
宮
城
県
予
選
仙
台
太
白
・ 

仙
台
宮
城
野
若
林
地
区
大
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

金
賞 

・
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
予
選 

 

第
62
回
宮
城
県
大
会 

 
 

金
賞 

・
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス 

ト
第
53
回
宮
城
県
大
会
予
選 

仙
台
宮
城
野
・
若
林
地
区
大
会 

 

管
打
楽
器
七
重
奏 

 
 

金
賞 

 

管
楽
七
重
奏 

 
 

 
 

銀
賞 

只今、工事中 
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【
訃
報
】 

八
軒
中
学
校
第
24
代
校
長
・ 

 

石
田
浩
一
様
に
お
か
れ
て
は
、
令 

 

和
元
年
11
月
20
日
に
御
逝
去
さ 

 

れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
申 

 

し
上
げ
ま
す
。 

 

在
校
生
の
活
躍
ぶ
り
（
２
）  

②
合
唱 

・
第
86
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽 

コ
ン
ク
ー
ル
宮
城
県
コ
ン
ク
ー
ル 

 
 
 
 

奨
励
賞 

・
第
71
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル 

宮
城
県
大
会 

 
 
 
 
 

銀
賞 

  

【
そ
の
他
】 

・
宮
城
県
小
中
学
生
い
じ
め
ゼ
ロ 

Ｃ
Ｍ
コ
ン
ク
ー
ル 

 
 

優
秀
賞 

・
令
和
元
年
度
少
年
の
主
張 

若
林
区
大
会 

 
 
 

最
優
秀
賞 

・
令
和
元
年
度
少
年
の
主
張 

宮
城
県
大
会 

 
 
 
 

優
良
賞 

・
仙
台
市
中
学
校
弁
論
大
会 

Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
大
会 

 
 

優
秀
賞 

・
仙
台
市
児
童
生
徒
理
科
作
品
展 

 
 
 
 
 

研
究
の
部 

部
会
長
賞 

・
令
和
元
年
度
第
58
回
宮
城
県 

 

造
形
教
育
作
品
展 

 
 
 

入
選 

・
仙
台
市
中
学
校
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入
選 

・
第
87
回
全
国
書
画
展
覧
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

毛
筆 

特
選 

・
仙
台
市
小
中
学
校
読
書
感
想
文 

コ
ン
ク
ー
ル 

 
 
 
 

奨
励
賞 

・
第
69
回
仙
台
市
中
学
校
英
語
暗
唱 

大
会
兼
高
円
宮
杯
全
日
本
中
学
校 

英
語
弁
論
大
会
仙
台
市
予
選
大
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

奨
励
賞 

 
同
期
が
集
え
ば
（
３
）  

第
29
回
生
（
昭
和
51
年
卒
） 

今
年
は
、
ね
ず
み
年
。
４
月
生
ま

れ
の
人
か
ら
、
順
次
、
満
60
歳
に
な

る
の
で
「
還
暦
」
記
念
の
同
期
会
を

力
を
い
れ
て
開
催
し
ま
す
。 

 

今
年
の
１
月
４
日
に
は
、
日
程
や

場
所
の
相
談
で
有
志14

人
が
集
い
相

談
し
ま
し
た
。
日
程
は
「
晴
天
」
の

特
異
日
10
月
10
日
。
場
所
は
秋
保
温

泉
。
日
帰
り
も
宿
泊
も
で
き
る
の
で
、

と
こ
と
ん
語
り
あ
え
る
よ
う
、
現
在

ホ
テ
ル
と
交
渉
中
。
３
月
中
に
場
所

や
内
容
、
会
費
も
決
定
し
て
、
４
月

に
は
案
内
を
発
送
予
定
で
す
。 

 

「
厄
年
」
42
歳
の
同
期
会
に
は
、

百
人
近
い
同
期
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
時
の
参
加
者
で
も
４
人
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
還
暦
ま
で
元
気
で

い
る
こ
と
を
喜
び
、
旧
交
を
温
め
る

こ
と
が
で
き
る
同
期
会
に
し
た
い
で

す
。
準
備
ス
タ
ッ
フ
も
大
募
集
中
。

お
問
合
せ
・
連
絡
先
は
、
つ
き
だ
て

や
・
佐
藤
博
昭
さ
ん
（
☎
０
２
２―

２
２
２―

２
３
６
７
）
、
福
島
一
恵

（
☎
０
９
０―

２
０
２
６―

５
９
０

２
） 

 
 
 
 

（
福
島 

一
恵
） 

 

お
願
い  

代
表
幹
事
、
ク
ラ
ス
幹
事 

現
在
、
代
表
幹
事
会
等
の
お
知
ら

せ
は
、
執
行
部
が
把
握
し
て
い
る
各

期
の
代
表
幹
事
等
へ
送
付
し
て
お
り

ま
す
が
、
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
て

い
る
期
も
あ
り
ま
す
。
代
表
幹
事
、

ク
ラ
ス
幹
事
の
方
々
は
、
転
居
、
交

代
（
変
更
）
等
の
場
合
、
忘
れ
ず
に

執
行
部
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

求
む
！
同
期
会
、
ク
ラ
ス
会
情
報 

「
八
軒
つ
う
し
ん
」
に
掲
載
し
ま

す
の
で
、
同
期
会
、
ク
ラ
ス
会
の
開

催
情
報
を
随
時
広
報
担
当
の
次
の
ア

ド
レ
ス
あ
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
メ

ー
ル
の
件
名
を
【
八
軒
中
同
期
会
（
ク

ラ
ス
会
）
開
催
情
報
】
と
し
て
く
だ

さ
い
。 

E-mail

： 

empi19580717@yahoo.ne.jp
 

（@yahoo

の
次
はco

で
は
な
くne

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
） 

※ 

掲
載
に
当
た
り
執
筆
者
の
敬
称

は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

吹
奏
楽
部 

八
軒
つ
う
し
ん
第
15
号 

発
行
日 

令
和
２
（
２
０
２
０
）
年 

３
月
５
日
発
行 

発
行
者 

八
軒
中
同
窓
会
事
務
局

〒
９
８
４
❘
０
８
２
７ 

 
 
 

仙
台
市
若
林
区
南
小
泉 

字
八
軒
小
路
９
❘
１ 

仙
台
市
立
八
軒
中
学
校
気
付 

  

合唱部 


